
播磨一本堂光福寺の大糸桜（漆野）

・第 120 回定例会　審議内容 　 　

・「ここに注目！」令和７年度予算

・予算特別委員会

・一般質問　10 人の議員が斬り込む 

・委員会の動き、組合議会報告   

・議会の予定・編集後記
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３
月
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
の

会
期
で
開
催
し
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
ほ
か
、
各
特
別
会

計
・
公
営
企
業
会
計
予
算
案
10
件
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
２
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
制
定
と
一
部
改
正
、
第
４
期
佐
用
町
教
育
振
興
基

本
計
画
、
第
３
期
佐
用
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
、

町
有
財
産
の
無
償
貸
付
な
ど
39
件
、
令
和
6
年
度
補
正
予
算

案
６
件
の
合
計
45
件
の
議
案
と
、
報
告
１
件
、
承
認
１
件
、

同
意
２
件
で
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
１
３
０
億
２
７
２

万
円
、
特
別
会
計
・
公
営
企

業
会
計
は
95
億
８
８
５
万
３

０
０
０
円
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た

総
額
は
２
２
５
億
１
１
５
７

万
円
で
前
年
度
比
４
・
１
％

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
は
、
20
億
２
６
５
１

万
円
で
前
年
度
比
６
４
６
１

万
円
の
増
収
の
見
込
み
。
地

方
交
付
税
は
59
億
５
７
６
０

万
円
を
見
込
み
、
町
債
は
、

前
年
度
比
12
億
６
２
４
８
万

円
減
の
11
億
７
９
７
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
町
債
が

減
額
さ
れ
た
要
因
は
、
南
光

文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業
、
直
売
所
（
味
わ
い
の

里
三
日
月
）
の
改
修
事
業
な

ど
の
完
了
に
よ
り
ま
す
。

第120回　定例会

歳
　
　
入

令
和
7
年
度

予
算
の
概
要

歳　入 金　額 説　明 前年比％

自
主
財
源

町税 20億2,651万円 町民の皆さんから収めた税金 3.3

その他 7億7,705万円 使用料・手数料・寄附金他 24.0

繰入金 3億6,445万円 特別会計や基金からの繰入金 90.7

依
存
財
源

地方交付税 59億5,760万円 国から交付されるお金 0.6

町債 11億7,970万円 国や銀行から借りるお金 △ 51.7

国・県支出金 19億2,289万円 国・県からの補助金 △ 5.0

地方譲与税等 7億7,450万円 地方消費税など国から交付されるお金 △ 5.8

合　計 130億272万円

縮充の推進に向けた予算
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令
和
7
年
度
に
合
併
20
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
各

種
記
念
事
業
が
約
２
０
０
０

万
円
の
予
算
を
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
（
詳
細
は
Ｐ
10

参
照
）

　

ま
た
、
10
年
後
の
町
の
未

来
を
見
据
え
、
「
縮
充
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
広
く
浸
透
さ

せ
る
事
業
を
展
開
し
、
縮
充

の
理
念
を
基
盤
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

住
民
課
な
ど
の
窓
口
で
各

種
証
明
な
ど
の
手
数
料
支
払

い
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
導
入
し
ま
す
。

　

味
わ
い
の
里
三
日
月
と
ふ

れ
あ
い
の
里
上
月
の
既
存
加

工
所
を
除
却
、
味
わ
い
の
里

三
日
月
の
跡
地
に
駐
車
場
を

整
備
、
整
備
事
業
は
完
了
し

ま
す
。

　

観
光
分
野
で
は
、
三
日
月

陣
屋
館
（
橋
梁
）
の
改
修
工

事
を
実
施
し
、
地
域
に
残
る

文
化
財
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
を
図
り
ま
す
。

歳
　
　
出

一般会計　　　 億  　　　万円
　　　　　前年度比7.1％減

総　　額　 　　億  　　　万円
　　　　　前年度比4.1％減

令和７年度
予算決定

歳　出 金　額 主な事業の説明 前年比％

議会費 1億1,605万円 議員報酬・議会だより印刷製本費 △ 1.0

総務費 21億2,981万円
若者グループ応援助成事業、電算システム設定委託料、参議院選挙及

び町長選挙費用
31.6

民生費 33億3,961万円
外出支援事業助成金、障害福祉サービス費、さよう育児・子育て支援

事業
4.1

衛生費 7億165万円
予防接種、がん検診委託料、出産子育て応援交付金、生ごみ減量化推

進事業
△ 5.9

土木費 8億6,390万円 急傾斜地崩壊対策事業負担金、道路維持、道路新設改良 △ 1.6

農林水産業費 12億5,371万円
農業の担い手確保補助金、地籍調査にかかる測量調査設計委託料、 

早生樹施業事業、町有林化促進事業にかかる土地購入費
△ 53.8

教育費 15億1,840万円 町民プールの大規模改修工事費 1.3

消防費 6億1,505万円 西はりま消防組合分担金、車両購入費、防災訓練等補助金 5.2

商工費 2億3,511万円 町商工会助成金、新規企業・創業支援事業補助金 △ 24.6

公債費 11億962万円 町債の返済 △ 5.5

その他 11億1,977万円 基金積み立て金、予備費 △ 2

合　計 130億272万円 △ 7.1

１３０

２２５

２７２

１，１５７
※一般会計、特別会計、公営企業会計の合計
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ここに注目 !
　佐用町の令和７年度予算について、議員全員で構成する予算特別委員会を設置し、

３月５日・６日の２日間で審査を行いました。（参照：Ｐ６～ 12）

　各議員が注目した事業や項目、町の取組みについて聞いてみました。

令和 7 年度予算

公開型統合
ＧＩＳの導入

合併 20 周年事業

合併 20 周年事業

合併 20 周年
記念事業

新時代への予算

高齢者福祉、若者、
子育て支援

大村　隼

幸田　勝治

大内　将広

森脇　裕和

高見　寛治

金澤　孝良

　人口減の中にあっても、インフラ維持は重要で
す。維持に伴う住民負担を出来る限り減らすため、
情報管理での効率化が求められます。その実現の
ため、「地図」と「行政の持つ情報」を組み合わ
せて管理・提供する公開型統合ＧＩＳを導入しま
す。今後のための価値ある事業です。

　人口減少の中でも、充実した豊かな生活を送る
ことを目指し、有識者、住民、行政の三者で縮充
のまちづくり検討委員会が開催されています。合
併から 20 年これからの縮充のまちづくり事業で、
縮充のまちづくり方針に基づいて、地域全体で縮
充のまちづくりを実践する地域づくり協議会への
支援などの展開に注目します。

　28 事業されます。皆で盛り上げて行きましょ
う。これを一つの糧、節目として青年の心で 10
年後、20 年後を目指しステップアップして行こ
う。ホップ、ステップ、ジャンプ！！

　令和７年度は合併 20 周年の年。記念事業とし
て 28 事業、約 6,500 万円の予算を予定している。
純粋な 20 周年記念事業としては約 2,000 万円
である。
　記念事業としては少しインパクトに欠けるので
はないか。特に子供の関わる事業の予算が少ない
のは少し残念に思う。

　防災や観光で活用できる公開型統合 GIS 導入
事業、縮充のまちづくり推進のチャレンジ事業、
キャッシュレスニーズに対応するキャッシュレス
決済導入事業、災害予防のための町道支障木伐採
事業、多くの方が利用する町民プールの大規模改
修事業などが予算化されており、新時代への予算
と評価します。

　人口減少が続く中でも、今後の町づくりに重要
な高齢者や若者の支援・子育て支援重点を置きな
がら、活気を取り戻すための対策として、「縮充
のまちづくり」を掲げ、住民と一体となり取組み
を進めていく。
　高齢者や若者、子育て支援とバランスの取れた
予算である。
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安定した財政
運営を継続

将来について思う

暮らしを守る
予算を

記念事業は妥当か？

「縮充」と
ユーカリに反対

20 周年記念

「縮充」
町民の理解は

次世代への投資
に期待

小林　裕和

岡本　義次

平岡　きぬゑ

児玉　雅善

廣利　一志

山本　幹雄

千種　和英

加古原　瑞樹

　町の歳入構成は、約 20％が自主財源で、約
80％は地方交付税・国・県支出金・地方債等の
依存財源で、今後もこの体系は続いていく。将来
に向け、住民の安心・安全な生活を守る基盤であ
る、社会インフラの維持に多額の予算を要するこ
とから毎年度、事務事業等の見直しで、安定した
財政運営を目指す。

　47 都道府県で国は 75 万人の出生をみていた
が 68 万人を割り、小・中学校高校も統合しない
とやれなく、中小企業では人が足りず倒産企業が
増えており、日本人だけの立て直しが難しい状態
になっています。今国を追われて国外脱出してい
るミャンマーの難民を受け入れ人の足りない職場
に来てもらう政策が必要。

　住民サービスは高い方に負担は低い方にと合併
し、20 年目の節目の年。
　縮充のまちづくりを掲げる令和７年度予算は、
学校給食の完全無償化や第１子からの保育料無料
化実施など子育て支援や医療・介護の住民負担軽
減を求める町民のみなさんの願いに応えられてい
るか。町の基金を活用した予算編成がされたかを
暮らしを守る立場から各事業内容を質しました。

　合併 20 周年記念事業として総額 2,000 万円
弱の予算が組まれています。記念誌の発行、記念
式典、ひまわり祭りなどでの花火の増発などです。
　町長選告示直前の記念式典開催にも疑問が残り
ます。予算、開催時期など見直すべきです。

　新年度の予算案は「縮充」のまちづくりとユー
カリ植栽の実証実験の具体的計画を示さないまま
計画を進める事に反対です。「縮充」は人口が減っ
ても税収が減っても、町民の暮らしを充実させる
という意味ですが、福祉、介護など行政の担う事
を行っている社協の拠点を減らす事が分かりまし
た。
　二つの点について明快な説明が必要です。　

　平成 17 年に旧 4 町が合併してから早 20 年。
区切りの年となる今年、28 事業、関連事業費が
約 2,000 万円近く予定されている。
　まず、10 月 5 日に記念式典の開催。記念講演
に記念コンサート、花火の打ち上げや合併 20 周
年記念誌の発行等。

　縮充のまちづくりに概ね賛同するが、町が目指
す「充（実）」を町民が理解していないと感じる。

『まちづくり（地域活動・運営）』分野での縮充は
示されているが『商業』『医療・福祉』『教育』分
野等における縮充の方向性は。私は提唱者（山崎
亮氏）の著書に示された他分野を網羅しての縮充
だと考える。

　令和６年度から始めた『若者グループ応援助成
事業』は、次世代を担う若者や子供たちが地域に
誇りと愛着を持ち、まちづくりをしてもらうため
の活動を支援するもので、応募も多くありました。
　７年度も引き続き一部補助内容を変更し、人材
の育成を目指す事業で、縮充のまちづくりに向け
重要な事業の一つだと考えます。
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問　

高
年
ク
ラ
ブ
の
減
少
と

活
動
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

役
員
の
な
り
手
が
な
い

こ
と
、
新
規
会
員
の
加
入
が

少
な
い
こ
と
が
減
少
の
要
因
。

役
員
の
負
担
に
つ
い
て
は
職

員
が
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト

し
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
共
に

楽
し
み
、
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
活
動
内
容
を

検
討
し
て
い
く
。

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
増
額
の
可
能
性
は
。

答　

農
地
面
積
と
交
付
単
価

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
国
に

申
請
し
て
も
１
０
０
％
交
付

さ
れ
な
い
た
め
、
現
状
で
は

増
額
は
厳
し
い
。

予算特別委員会 全議員による予算審査を

３月５日・６日
に開催

　令和７年度、佐用町一般会計並びに特

別会計予算案等１０会計について、当初

予算計上が堅実であるか、公平性の保持、

求める成果、事業効果などを町当局に説

明を求め審議しました。

委  員  長　　小　林　裕　和　
副委員長　　大　村　　隼　

予算特別委員会
質 疑

問　

町
民
税
、
個
人
滞
納
繰

越
分
で
今
後
の
見
通
し
と
推

移
は
。

答　

令
和
元
年
度
末
の
滞
納

者
は
１
２
７
人
、
令
和
７
年

１
月
末
は
86
人
で
41
人
減
少

し
、
良
い
方
向
に
推
移
し
て

い
る
。

問　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

利
用
者
の
利
用
状
況
は
。

答　

利
用
者
は
現
在
２
５
１

名
。
近
年
は
高
齢
者
数
の
減

少
、
施
設
入
所
者
数
の
増
加

に
よ
り
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

問　

民
生
委
員
の
高
齢
化
と

な
り
手
不
足
へ
の
対
応
は
。

答　

選
出
が
困
難
な
集
落
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
民
生
委

員
、
児
童
委
員
と
民
生
協
力

委
員
を
自
治
会
選
出
で
お
願

い
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

は
11
月
末
に
一
斉
改
選
を
行

い
、
そ
の
た
め
の
補
助
金
を

計
上
し
て
い
る
。

問　

使
用
料
が
各
団
体
の
負

担
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
全

額
免
除
で
き
な
い
か
。

問　

福
祉
な
ど
必
要
な
も
の

に
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し

て
い
く
考
え
は
。

答　

現
在
の
規
模
は
決
し
て

多
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
態
に
備
え
る
た

め
に
も
、
こ
の
程
度
は
継
続

し
て
維
持
し
て
い
く
。

問　

定
住
促
進
支
援
事
業
助

成
金
、
い
ろ
い
ろ
要
件
が
あ

り
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

実
情
に
合
わ
せ
た
予
算

と
し
て
計
上
し
て
お
り
、
制

度
の
見
直
し
は
、
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問　

合
併
20
周
年
記
念
誌
制

作
の
内
容
は
。

答　

各
年
を
１
ペ
ー
ジ
で
年

表
の
よ
う
な
形
に
し
、
町
の

動
き
、
町
民
の
動
き
を
掲
載

す
る
予
定
。
最
後
に
、
こ
れ

か
ら
の
20
年
、
30
年
に
向
け

て
の
佐
用
町
の
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
紙
面
構
成
に
す
る
予
定
。

問

問

問

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答答

答答

歳
　
入

一
般
会
計

歳
　
出

町
　
税

負
　
担
　
金

県
支
出
金

使
　
用
　
料

繰
　
入
　
金

総
　
務
　
費

第120回　定例会

問　

森
林
環
境
譲
与
税
の
見

通
し
は
。

答　

原
資
と
な
る
森
林
環
境

税
が
令
和
６
年
度
か
ら
課
税

開
始
さ
れ
、
国
の
譲
与
税
額

が
当
初
見
込
み
よ
り
増
額
と

な
っ
た
。
ま
た
、
各
基
礎
数

値
の
案
分
率
が
見
直
さ
れ
、

令
和
６
年
度
の
実
績
見
込
み

が
増
額
と
な
っ
た
。

答　

減
免
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
文
化
を
育
む
施
設

は
町
民
み
ん
な
で
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

公
平
な
応
分
の
負
担
を
今
後

も
お
願
い
し
た
い
。

問答 地
方
譲
与
税

答
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問　

若
者
グ
ル
ー
プ
応
援
事

業
助
成
金
の
内
容
変
更
は
。

答　

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル

ー
プ
枠
の
１
万
円
で
は
思
っ

た
活
動
が
し
に
く
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
令
和
６
年
度

の
実
態
を
踏
ま
え
変
更
し
た
。

問　

高
齢
者
福
祉
費
、
車
両

購
入
の
内
容
は
。

答　

さ
よ
さ
よ
サ
ー
ビ
ス
の

車
両
で
、
車
椅
子
対
応
で
き

る
車
両
を
購
入
予
定
。

問　

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援

事
業
委
託
料
の
内
容
は
。

答　

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
７
年
度
か
ら
取
り

組
む
。
家
事
や
子
育
て
に
不

安
を
抱
え
る
保
護
者
、
妊
産

民
　
生
　
費

問問 答答

▲久崎老人福祉センター

▲若者グループ応援事業報告会

婦
の
方
な
ど
の
家
庭
に
訪
問

支
援
員
が
訪
問
し
、
悩
み
を

直
接
聞
き
、
養
育
環
境
を
整

え
て
い
く
。

問　

久
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
事
業

廃
止
を
聞
い
た
が
実
情
は
ど

う
か
。

答　

佐
用
町
社
会
福
祉
協
議

会
が
、
き
ら
め
き
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
る
が
、
利
用
者
が

減
少
し
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
度
末
に
事
業
を
廃

止
す
る
予
定
で
、
貸
館
業
務

は
今
後
協
議
と
な
る
。
利
用

者
に
は
説
明
会
を
行
い
、
個

別
に
対
応
し
て
い
く
と
聞
い

て
い
る
。

問　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
作
成
委
託
料
は
ど
う
い

う
計
画
か
。

答　

法
律
に
基
づ
き
、
市
町

村
は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
区
域
施
策
編
を
策
定
す

る
よ
う
努
め
る
と
さ
れ
、
環

境
省
の
補
助
金
を
活
用
し
て

作
成
す
る
。
内
容
は
、
自
然

的
社
会
的
条
件
に
応
じ
て
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減

等
を
推
進
す
る
た
め
の
総
合

的
な
計
画
で
、
目
標
を
設
定

し
、
達
成
す
る
た
め
の
措
置

を
定
め
る
も
の
。

　

今
後
大
き
な
課
題
と
な
る

に
し
は
り
ま
環
境
事
務
組
合
。

そ
こ
で
処
分
で
き
な
い
不
燃

物
や
処
理
困
難
物
を
処
理
し

て
い
る
佐
用
坂
の
処
理
場
も

必
ず
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
新

た
な
処
理
施
設
を
作
る
計
画

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
。

　

特
に
、
に
し
は
り
ま
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、

更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
加
え
、
た
つ
の
市
の

脱
会
は
財
政
的
に
非
常
に
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

衛
　
生
　
費

町
長
報
告

問答

▲にしはりまクリーンセンター

問　

野
生
動
物
防
護
柵
設
置

費
補
助
金
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
全
て
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

要
望
の
１
０
０
％
を
予

算
化
で
き
て
い
な
い
。
限
ら

れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
、
新

た
に
設
置
す
る
と
こ
ろ
を
優

先
的
に
す
る
。

問　

農
業
の
担
い
手
確
保
補

助
金
は
何
人
分
で
予
算
を
組

ん
で
い
る
の
か
。

答　

認
定
農
業
者
30
件
、
一

般
の
農
業
者
70
件
で
予
算
を

組
ん
で
い
る
。

問　

畜
産
業
費
、
前
年
度
比

較
で
減
額
が
大
き
い
理
由
は
。

答　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

の
用
地
取
得
が
難
航
し
て
、

当
初
予
算
か
ら
は
取
り
下
げ

た
た
め
、
減
額
と
な
っ
た
。

問　

林
業
費
の
前
年
比
較
で

の
減
額
の
要
因
は
何
か
。

答　

町
有
林
化
促
進
事
業
で

総
額
を
実
績
に
合
わ
せ
て
減

額
し
た
。
ま
た
治
山
事
業
で

農
林
水
産
業
費

問問 答答

問

問

答

答

　　　　　　
令和７年度　新規事業

合併20周年記念事業、公開型GIS導入事業、キャッシュレス決済導入事業

保育園・学校給食支援事業、町道支障木伐採事業、町民プール改修事業

予防接種助成事業の拡充、三日月陣屋館改修工事

本
位
田
地
区
で
実
施
し
て
い

る
事
業
が
完
了
し
た
た
め
減

額
と
な
っ
た
。

問　

町
有
林
化
面
積
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
か
。

答　

毎
年
約
５
０
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
町
有
林
化
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
末
の
予
定
で
は

２
，
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

な
る
。

問答 問

問

答

答
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の
時
間
も
わ
ず
か
で
、
希
望

が
出
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

問　

陣
屋
館
の
改
修
工
事
の

内
容
は
。

答　

橋
脚
の
腐
食
が
進
行
し
、

つ
け
替
え
る
予
定
。
基
本
的

に
は
弱
い
部
分
に
耐
久
性
の

あ
る
鉄
骨
を
利
用
す
る
。
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
期
に
は
安
全

管
理
を
徹
底
す
る
。

特
別
会
計

問　

因
幡
街
道
三
宿
連
携
会

議
負
担
金
、
現
在
の
状
況
は
。

答　

令
和
５
年
４
月
か
ら
連

絡
会
議
を
再
ス
タ
ー
ト
し
て
、

令
和
７
年
度
は
三
宿
を
巡
る

ツ
ア
ー
の
募
集
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。

問　

事
業
継
続
・
事
業
承
継

支
援
補
助
金
、
昨
年
の
事
業

の
成
果
と
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ
の

必
要
性
は
。

答　

今
年
度
は
特
に
実
績
は

な
い
。
兵
庫
県
の
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る
相
談
会
や
マ

ッ
チ
ン
グ
事
業
を
積
極
的
に

周
知
す
る
。

問　

堆
積
土
砂
浚
渫
工
事
の

内
容
に
つ
い
て
、
地
域
と
箇

所
数
、
選
定
方
法
は
。

答　

令
和
６
年
度
は
、
上
本

郷
自
治
会
の
添
谷
川
で
実
施

し
た
。
令
和
７
年
度
は
そ
の

下
流
約
２
０
０
ｍ
を
予
定
し

て
い
る
。
自
治
会
の
要
望
と

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
確

問　

設
備
更
新
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
。

答　

兵
庫
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
備
の
更
新
費
用
で
、

通
信
の
大
容
量
化
と
通
信
強

化
等
を
目
的
に
、
令
和
７
年

度
か
ら
８
年
度
に
か
け
て
設

備
更
新
を
行
う
。
ま
た
、
西

問　

埼
玉
で
道
路
が
陥
没
し

た
が
、
点
検
を
し
た
か
。

答　

佐
用
町
で
は
、
基
本
的

に
下
水
道
管
は
１
５
０
ミ
リ

程
度
で
、
点
検
の
指
導
は
な

い
。

結
果
　
賛
成
多
数
　
認
定

問　

現
状
の
売
電
価
格
は
あ

と
何
年
続
く
の
か
。

答　

売
電
期
間
は
20
年
で
、

申
山
は
２
０
３
４
年
、
秀
谷

は
２
０
３
９
年
に
終
了
す
る
。

問　

学
校
の
在
り
方
検
討
委

員
会
の
開
催
頻
度
と
、
部
活

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
の
か
。

答　

委
員
会
は
年
３
回
程
度

を
予
定
し
て
お
り
、
佐
用
型

連
携
教
育
を
推
進
し
、
教
育

の
質
を
高
め
る
方
向
で
、
将

来
的
な
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
。
佐
用
町

学
校
規
模
適
正
化
推
進
計
画

の
見
直
し
も
含
め
て
検
討
し

た
い
。

問　

兵
庫
県
は
小
中
高
生
を

対
象
に
チ
ケ
ッ
ト
配
布
を
す

る
が
、
万
博
研
修
旅
行
の
現

状
に
つ
い
て
。

答　

大
阪
関
西
万
博
に
つ
い

て
は
、
校
長
会
や
保
護
者
、

子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
い
た

結
果
、
大
型
バ
ス
の
高
額
費

用
や
往
復
６
時
間
の
移
動
時

間
を
考
慮
す
る
と
社
会
見
学

問問 答答 商
　
工
　
費

土
　
木
　
費

消
　
防
　
費

諸
　
支
　
出
　
金

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計

教
　
育
　
費

▲支障木

▲通用御門橋

認
し
、
選
定
す
る
。

問　

町
道
支
障
木
伐
採
委
託

料
は
、
７
年
度
か
ら
の
新
規

事
業
な
の
か
。

答　

通
年
支
障
木
の
撤
去
に

３
０
０
万
円
予
算
化
し
て
い

る
が
、
今
回
は
新
規
事
業
と

し
て
、
規
模
を
大
き
く
し
、

道
路
に
倒
木
し
て
も
安
全
な

範
囲
ま
で
伐
採
す
る
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

問問

問

答答

答

期
間
終
了
後
の
方
針
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

木
の
架
台
の
定
期
点
検

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
状
で
は
特
に
問
題
は

な
い
。
架
台
だ
け
を
点
検
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
全
体
的

に
パ
ネ
ル
や
電
気
設
備
、
ケ

ー
ブ
ル
も
含
め
て
年
に
１
回

点
検
し
て
い
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
　
認
定

問答

は
り
ま
消
防
の
設
備
の
充
実

強
化
に
関
し
て
も
、
毎
年
か

な
り
の
大
き
な
予
算
を
講
じ

て
整
備
し
て
い
る
。

　　　　　　総　額　２２５億１,１５７万９千円を可決

令和７年度・一般会計当初予算案　１３０億２７２万６千円
　　　特別会計・企業会計予算案　　９５億８８５万３千円
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セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、
利
用

者
は
約
５
名
。
認
知
症
予
防

教
室
は
株
式
会
社
一
期
一
会

に
委
託
し
、
20
人
か
ら
25
人

の
参
加
が
あ
る
。

結
果
　
賛
成
多
数
　
認
定

　　　　　　事業増総額　１，９８８万５千円

合併20周年記念事業
　　　各分野で28事業を実施予定

問　

加
入
者
の
現
年
分
、
前

年
度
の
人
数
と
当
初
予
算
に

上
げ
ら
れ
て
い
る
人
数
は
。

答　

令
和
５
年
度
末
で
３
２

３
６
名
、
令
和
６
年
12
月
末

時
点
で
３
０
８
１
名
と
な
っ

て
い
る
。

問　

出
産
育
児
一
時
金
５
０

０
万
円
の
内
容
は
。

答　

一
人
あ
た
り
50
万
円
で
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
１

０
人
分
の
予
算
。

結
果
　
賛
成
多
数
　
認
定

問　

頭
と
体
の
健
康
教
室
委

託
料
、
認
知
症
予
防
教
室
委

託
料
の
内
容
は
。

答　

頭
と
体
の
健
康
教
室
は

公
文
教
育
研
究
会
学
習
療
法

問　

笹
ヶ
丘
荘
の
集
客
の
取

り
組
み
は
。

答　

令
和
７
年
度
開
催
さ
れ

る
大
阪
関
西
万
博
な
ど
を
含

め
、
集
客
に
努
め
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
　
認
定

問　

営
業
収
益
の
推
移
は
。

答　

他
会
計
の
負
担
金
で
増

え
て
い
る
が
、
給
水
収
益
自

体
は
減
少
し
て
い
る
。

問　

残
っ
て
い
る
石
綿
管
の

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

令
和
７
年
度
に
新
宿
地

内
で
８
８
５
ｍ
、
安
川
土
井

地
内
で
７
２
７
ｍ
を
予
定
し

て
い
る
。
令
和
８
年
度
以
降
、

残
り
の
５
・
３
㎞
布
設
替
え

予
定
だ
が
、
時
間
を
要
す
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
　
認
定

問　

グ
ル
ー
プ
用
ロ
ッ
ジ
の

利
用
促
進
の
周
知
は
。

答　

県
内
の
学
校
や
各
教
育

委
員
会
管
轄
の
学
校
に
対
し

て
案
内
を
し
て
い
る
。

結
果
　
全
員
賛
成
　
認
定

問　

予
算
で
計
上
さ
れ
て
い

る
特
別
徴
収
保
険
料
の
該
当

者
数
と
、
普
通
徴
収
保
険
料

の
該
当
者
数
に
つ
い
て
。

答　

特
別
徴
収
が
３
１
３
２

件
、
普
通
徴
収
が
５
８
７
件

で
あ
る
。

結
果
　
賛
成
多
数
　
認
定

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
特
別
会
計

佐
用
町
後
期
高
齢
者

　
　
　
医
療
特
別
会
計

佐
用
町
介
護
保
険

　
　
　
　
　
特
別
会
計

西
は
り
ま
天
文
台
公
園

　
　
　
　
　
特
別
会
計

佐
用
町
笹
ケ
丘
荘

　
　
　
　
　
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

問

問

問問 問

問

問 問 答

答

答答 答

答

答 答

●令和７年度　予算案採決状況 〇賛成　×反対　※議長（千種　和英）は同数以外採決に加わりません

　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　議　案　名

大
村　
　

隼

森
脇　

裕
和

幸
田　

勝
治

高
見　

寛
治

大
内　

将
広

金
澤　

孝
良

児
玉　

雅
善

加
古
原
瑞
樹

小
林　

裕
和

廣
利　

一
志

岡
本　

義
次

山
本　

幹
雄

平
岡
き
ぬ
ゑ

千
種　

和
英

採
決
結
果

一般会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × ― 可決

メガソーラー事業収入特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可決

国民健康保険特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × ― 可決

後期高齢者医療特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × ― 可決

介護保険特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 × ― 可決

西はりま天文台公園特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可決

笹ケ丘荘特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可決

石井財産区特別会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可決

簡易水道事業会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可決

下水道事業会計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 可決
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　　　　　　合併20周年記念事業

合併20周年

記念式典

町夏まつり

20周年記念

花火大会

公共施設

ネーミング

ライツ事業

合併20周年

記念特別メニュー

給食事業

夜間観望会・昼間の

星の観察会でたくさん

の星を見よう

合併20周年

記念

消防出初式

佐用町敬老会

ふれあい町民

プール20周年

記念イベント

駅周辺

イルミネー

ション事業

町給食センター

食育レシピ集

配布事業

スターダスト

20周年イベント

パネル展示事業

合併20周年

記念誌

作製事業

高年クラブの

記念事業

SAYO 

Music&Dance

ステージ

合併20周年記念・

コンサート

イベント事業

合併20周年記念・

スポーツ

イベント事業

合併から20年

これからの「縮充」

のまちづくり事業

合併20周年

記念・自然

学校事業

多文化共生

講演会

障がい者

交流事業

親子ふれあい

イベント

合併20周年

記念・絵画展

佐用の歴史的

資料の収集保存

と写真展

鉄道利用促進

特典費用

助成事業

合併20周年

記念・山城

ハイキング

味わいの里
三日月で

合併20周年記念
特別メニュー

の提供

合併20周年

記念・佐用町

大収穫祭

合併20周年記念・

文化協会及び

スポーツ協会事業
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一

 

般

 

会

 

計

基金を有効活
用し、子育て
支援充実を

令和７年度
予算案に反対

社会経済に
対応し堅実な
予算案である

現状と将来を
見据えた予算

児玉　雅善

廣利　一志

金澤　孝良

森脇　裕和

　

20
周
年
記
念
事
業
に
約

２
０
０
０
万
円
の
予
算
を

つ
け
て
い
る
。町
民
の
生
活

支
援
、負
担
軽
減
に
使
う
べ

き
で
あ
る
。

　

町
は
、地
方
自
治
の
精
神

を
生
か
し
て
、国
の
悪
政
の

防
波
堤
に
な
り
、住
民
福
祉

　

 

「
縮
充
」
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
町
長
の
施
政
方
針

で
は
っ
き
り
と
言
明
さ
れ

て
い
る
通
り
、
人
口
、
税
収

が
減
っ
て
も
町
民
の
暮
ら

し
に
影
響
が
な
く
、
む
し

ろ
充
実
さ
せ
る
と
い
う
事

だ
。
社
協
の
拠
点
施
設
の

　

予
算
特
別
委
員
会
で
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
現
状
に
配
慮
し
た

各
課
題
へ
の
助
成
・
支
援

な
ど
の
継
続
を
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
合
併

20
周
年
記
念
行
事
予
算
も

組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
更

　

少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
事
業
、
給
食
費
半
額

補
助
事
業
な
ど
若
者
や
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
、
町

有
林
化
事
業
の
継
続
、
新

規
事
業
の
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

導
入
事
業
で
は
業
務
の
効

率
化
や
防
災
で
の
活
用
が

反

反

賛

賛

対

対

成

成

の
向
上
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
・
子
育
て

で
は
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実

施
す
る
べ
き
で
あ

周
辺
地
域
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
も
突

然
の
説
明
も
な
い

「
大
赤
字
だ
か
ら

閉
鎖
」
の
一
言
は

衝
撃
で
あ
っ
た
。

る
。
ま
た
、公
共
施
設
の
町

民
使
用
を
無
償
に
す
る
べ

き
で
あ
る
。

　

ユ
ー
カ
リ
植
栽
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
と
の
共
同

事
業
の
５
年
間
、
さ
ら
に

10
年
間
の
計
画
を
示
し
て
、

植
栽
予
定
の
自
治
会
に
対

し
て
説
明
会
を
開
催
す
べ

き
だ
。

な
る
佐
用
町
の
発
展
に
期

待
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ

る
。
社
会
経
済
に
対
応
し

た
堅
実
な
予
算
で
あ
り
賛

成
で
あ
る
。

期
待
で
き
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨
房

機
器
の
更
新
で
は
安
心
・

安
全
な
給
食
の
提
供
な
ど
、

現
状
と
将
来
を
見
据
え
た

予
算
編
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
財
源
の
不

足
分
は
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
予
算
に

繰
り
入
れ
て
お
り

町
民
に
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
予
算
案
だ
。

討論!!
令和７年度　予算

11



後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

高齢者が
安心できる
医療制度を

抜本的見直しで
負担軽減策を

安心・安定的
に医療を受けら

れる予算

基金の有効活用で
安心な介護保険制度

の運営

平岡きぬゑ

児玉　雅善

大内　将広

幸田　勝治

　

国
は
、
子
育
て
支
援
の

財
源
を
高
齢
者
医
療
か
ら

も
負
担
す
る
方
針
で
、
今

後
さ
ら
に
保
険
料
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
。

　

高
齢
者
か
ら
は
、
実
質

年
金
が
減
り
続
け
る
中
、

物
価
高
騰
で
節
約
の
毎
日

　

政
府
は
訪
問
介
護
な
ど
の

基
本
報
酬
を
引
き
下
げ
、
多

く
の
訪
問
介
護
事
業
所
が
赤

字
の
状
態
が
続
き
、
倒
産
や

閉
鎖
す
る
事
業
所
が
増
え
、

利
用
者
の
負
担
も
増
大
し
て

い
る
。

　

必
要
な
時
に
、
必
要
な
介

　

少
子
高
齢
化
で
医
療
費

の
増
大
が
進
む
中
、
保
険

料
徴
収
等
の
事
務
を
市
、

町
が
行
い
、
全
市
町
が
加

入
す
る
兵
庫
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
財
政

運
営
の
広
域
化
を
行
っ
て
、

安
心
な
暮
ら
し
と
安
定
的

　

介
護
保
険
は
、
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
大
切
な

事
業
制
度
で
あ
り
、
運
用

か
ら
24
年
が
経
過
し
、
佐

用
町
で
は
、
高
齢
者
の
４

人
に
１
人
程
の
割
合
で
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
。

反

反

賛

賛

対

対

成

成

で
こ
の
先
が
心
配
と

の
声
が
あ
る
。
こ
れ

以
上
の
保
険
料
負
担

増
は
、
高
齢
者
の
健

康
状
態
の
悪
化
に
つ

な
が
る
。
国
の
責
任

護
が
誰
に
で
も
保
障

さ
れ
る
よ
う
、
介
護
保

険
制
度
の
抜
本
的
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

町
は
、
一
般
会
計
の

繰
り
入
れ
を
拡
充
す

で
全
て
の
高
齢
者
が
安
心

し
て
医
療
に
か
か
れ
る
医

療
制
度
を
構
築
す
べ
き
だ
。

国
に
保
険
料
の
引
き
上
げ

を
や
め
、
窓
口
負
担
軽
減

を
求
め
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。

る
な
ど
住
民
の
負
担
軽
減
策

を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

な
維
持
に
努
め
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
予
算
は
、

一
般
会
計
か
ら
約
１
億
６

０
０
万
円
繰
入
し
、
総
額

約
３
億
７
４
０
０
万
円
で
、

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
約
3
億
６
０

０
０
万
円
を
納
付
し
て
安

　

令
和
７
年
度
予
算
で
は
、

一
般
会
計
か
ら
４
億
８
７

６
３
万
の
繰
入
及
び
基
金

か
ら
３
６
９
８
万
の
繰
入

有
効
活
用
を
計
り
、
低
所

得
者
保
険
料
軽
減
の
対
応

も
取
ら
れ
て
お
り
、
町
民

が
安
心
で
き
る
介
護
保
険

定
的
に
医
療
を
受
け

ら
れ
る
予
算
に
し
て

い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
運
営
を

要
望
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

同一年収は
同一保険料負担に

町民に必要な
保険制度

児玉　雅善高見　寛治

　

同
一
年
収
の
人
は
同
じ

保
険
料
負
担
と
な
る
よ
う
、

保
険
制
度
を
改
め
る
べ
き

で
あ
る
。

　

政
府
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
強
行
し
て
い
る
が
、

病
院
等
の
窓
口
で
戸
惑
っ

て
い
る
高
齢
者
を
よ
く
見

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

重
要
で
必
要
な
制
度
。
令

和
9
年
度
に
向
け
て
「
兵

庫
県
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
」に
よ
り
、
同
一
所
得
、

同
一
保
険
料
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
町
内

の
被
保
険
者
の
医
療
費
が

反賛 対成

か
け
る
。
住
民
の
負

担
、
資
格
確
認
証
を

発
行
す
る
自
治
体
の

業
務
も
増
大
す
る
。

　

国
に
保
険
制
度
の

抜
本
的
改
正
を
強
く

求
め
、
町
独
自
に
法
定
外

繰
り
入
れ
を
増
額
し
、
負

担
軽
減
に
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

急
増
し
て
も
、
県
内
市
町

で
相
互
扶
助
し
合
い
保
険

税
額
の
急
激
な
増
加
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
保
険

税
算
定
は
、
所
得
割
・
均

等
割
・
平
等
割
と
も
に
適

正
に
行
わ
れ
、
低
所
得
者

に
対
し
て
軽
減
措
置
も
行

わ
れ
て
お
り
、
町
民

が
安
心
し
て
活
用
で

き
る
保
険
制
度
で
あ

る
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
と
す
る
。
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財
産
の
無
償
貸
付

工
事
請
負
契
約
の
変
更

報　

告

承　

認

議　

案　

　

上
月
第
８
分
団
の
消
防
車

両
が
分
団
の
車
庫
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
に
接
触
し
、
一
部
損
傷

し
た
た
め
損
害
額
を
賠
償
し

和
解
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算　

第
７
号

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象

に
、
一
世
帯
当
た
り
３
万
円
、

18
歳
以
下
の
子
供
一
人
当
た

り
２
万
円
の
給
付
金
を
支
給
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

損
害
賠
償
の
額
を
決
め
和
解

専
決
処
分
の
承
認

旧
利
神
小
学
校
跡
地

上
月
文
化
会
館
等
解
体
撤

去
・
周
辺
整
備
工
事

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規

模
改
造
工
事

味
わ
い
の
里
三
日
月
改
修

工
事
（
み
そ
加
工
所
新
設
）

味
わ
い
の
里
三
日
月
改
修

工
事
（
惣
菜
等
加
工
所
新
設
）

旧
瓜
生
原
邸

ゆ
う
・
あ
い
・
い
し
い
跡

町民に寄り添う白熱した議論
（
株
）
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

　

ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
箇
所
の

増
加
と
周
辺
の
下
水
道
管
布

設
替
え
の
追
加
工
事
の
た
め
、

８
８
７
万
７
０
０
０
円
の
増

額
変
更
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

外
壁
タ
イ
ル
モ
ル
タ
ル
劣

化
部
の
保
守
箇
所
の
追
加
、

駐
車
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

ラ
イ
ン
の
追
加
工
事
な
ど
に

　

室
内
で
資
材
や
荷
物
の
運

搬
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使

用
す
る
た
め
に
グ
レ
ー
チ
ン

グ
の
耐
荷
重
を
向
上
さ
せ
た

た
め
６
０
７
万
８
６
０
０
円

の
増
額
変
更
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

地
盤
改
良
工
事
の
追
加
な

ど
の
た
め
７
８
０
万
４
５
０

０
円
の
増
額
変
更
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

旧
瓜
生
原
邸
を
平
福
文
化

と
観
光
の
会
に
引
き
続
き
無

償
貸
付
す
る
も
の
。

■
結
果
　
賛
成
多
数
　
可
決

　

み
ど
り
の
健
康
舎
ゆ
う
・

あ
い
・
い
し
い
跡
地
施
設
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

力
人　

（
理

事
長　

平
井
秀
和
）
に
無
償

貸
付
す
る
も
の
。
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
と
し
て
活
用
の
予
定
。

■
結
果
　
賛
成
多
数
　
可
決

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
を
追
加

で
無
償
貸
付
す
る
も
の
。

■
結
果
　
賛
成
多
数
　
可
決

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
策
定

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

第
４
期
佐
用
町
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定

第
３
期
佐
用
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

町
道
路
線
の
変
更
（
２
路

線
）
と
認
定
（
１
路
線
）

　

奥
海
と
庵
地
区
に
お
け
る

道
路
橋
梁
修
繕
事
業
の
財
源

　

策
定
済
み
の
13
の
辺
地
で

計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

（
総
務
常
任
委
員
会
付
託　

詳
細
は
Ｐ
28
参
照
）

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付

託　

詳
細
は
Ｐ
28
参
照
）

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

と
し
て
、
辺
地
対
策
事
業
債

を
充
て
る
た
め
策
定
す
る
も

の
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

▲瓜生原邸

▲竣工間近の惣菜等加工所

託　

詳
細
は
Ｐ
28
参
照
）

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

よ
り
１
２
９
７
万
６
７
０
０

円
の
増
額
変
更
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

第120回　定例会
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消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正

長
寿
祝
金
及
び
百
歳
祝
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正行
政
手
続
き
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

空
き
家
等
の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

退
職
報
奨
金
の
支
給
勤
務

年
数
を
、
現
行
、
30
年
以
上

35
年
未
満
を
、
新
た
に
35
年

以
上
を
加
え
る
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

新
た
に
設
置
す
る
「
学

校
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」、

「
佐
用
町
空
家
等
対
策
協
議

会
」
の
委
員
、
学
識
経
験
者

の
報
酬
を
新
た
に
定
め
、
小

中
学
校
・
保
育
園
の
嘱
託
医

の
報
酬
も
改
め
る
も
の
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

上
位
法
令
の
改
正
に
伴
う

改
正
。

　

他
市
町
村
か
ら
の
町
内
介

護
保
険
施
設
へ
の
転
入
者
の

増
加
に
対
し
、
支
給
要
件
の

　

消
防
団
員
等
が
公
務
で
死

亡
・
負
傷
し
た
場
合
等
の
損

害
補
償
基
礎
額
の
改
正
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー
大
規

模
改
造
工
事
に
よ
る
室
名
等

の
変
更
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

消
防
団
員
が
減
少
し
今
後

も
定
員
を
確
保
す
る
見
込
み

が
な
い
た
め
、
定
員
を
７
５

０
人
か
ら
７
０
０
人
に
改
正
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

確
定
測
量
成
果
の
写
し
に

つ
い
て
の
交
付
手
数
料
、
こ

れ
ま
で
は
他
の
項
目
を
準
用

し
て
い
た
が
、
明
確
に
し
て

手
数
料
を
徴
収
す
る
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付

託　

詳
細
は
Ｐ
28
参
照
）

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　
　

平
岡
　
き
ぬ
ゑ
　
議
員

　

条
例
改
正
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
改
正
に
伴
う
も
の
で
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策

限
定
か
ら
、
す
べ
て
の
行
政

分
野
に
お
い
て
推
進
。

　

保
険
証
廃
止
・
マ
イ
ナ
保

険
証
強
要
に
よ
っ
て
、
国
民

皆
保
険
制
度
の
崩
壊
を
招
く

こ
と
。
公
金
受
取
口
座
を
本

人
か
ら
不
同
意
の
表
明
が
な

け
れ
ば
自
動
的
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
紐
づ
け
る
。
戸
籍
等

の
記
載
事
項
に
、
氏
名
の
フ

リ
ガ
ナ
を
追
加
し
、
今
後
生

ま
れ
て
く
る
子
の
名
前
は

「
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る

読
み
方
」
に
限
定
す
る
、
内

容
ま
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

■
結
果
　
賛
成
多
数
　
可
決

反
対
討
論

　

歳
出
で
は
畜
産
業
費
で
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
用

地
取
得
の
難
航
等
に
よ
り
４

億
４
６
２
０
万
円
余
り
の
減

額
な
ど
、
総
額
で
７
億
５
９

４
８
万
９
０
０
０
円
の
減
額

補
正
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

大
森　

一
繁　

氏
（
小
山
）

■
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期

間
で
令
和
９
年
９
月
30
日
ま

で
。

中
井　

幹
夫　

氏
（
須
安
）

■
任
期
は
４
年

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

同　

意

　

条
例
改
正
の
5
案
件
は
、

る
条
例
の
制
定

条　

例　

道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く

改
修
工
事

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

　

工
事
費
約
１
９
０
０
万
円

の
増
額
で
、
総
額
６
８
７
２

万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

い
ず
れ
も
、
人
事
院
勧
告
に

よ
る
法
令
改
正
に
準
拠
し
て

処
遇
改
善
す
る
た
め
の
改
正
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

▲大規模改修が完成。明るく
　なった南光文化センター

見
直
し
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決
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３月定例会

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

10
３月１２・１３日、１０人の議員が町政をただしました。

※記事および写真は質問をした議員から提出されたものです。質問・答弁の全文は後日会議録としてホー

　ムページに掲載しますのでご覧ください。なお、掲載順は毎回くじ引きで決めています。

※各議員のページのQRコードから、一般質問の動画が視聴できます。（動画は約１年間視聴できます。）

●児玉雅善　議員

●高見寛治　議員

●加古原瑞樹　議員

●平岡きぬゑ　議員

16

24

災害に強いまちづくりの取り組みについて

急激な人口減少への対策を。〜縮充のまちづくりへの方向性は〜

●大村　隼　議員

1

1

●金澤孝良　議員

旧利神小学校の貸付後の状況は

県道の拡幅計画は進んでいるのか

給食費の無償化の考えに変わりはないのか

指定避難所の環境と器財・物資の備蓄の状況について

史跡利神城跡の整備について

道の駅ひらふくの駐車場について

1

1

2

2

3

3

21

●大内将広　議員

学校体育館の空調設備推進を

ひょうご農林機構 ( 旧みどり公社 ) と町内山主の分収造林契約及び佐

用町と町内山主の分収造林契約について

認知症の人に寄り添った地域社会の構築を

1

2

3

25

子どもたちのよりよい教育環境のために

財政調整基金の有効活用

三土中学校跡地・学び舎農園事業

1

1

2

●廣利一志　議員 17

町長の施政方針、発言の検証を1

●岡本義次　議員 20

災害対策（地震）等に対する備えは出来ているのか

姫新線の存続に対して

1

2

23

JIA におけるユーカリ植樹について伺う1

●山本幹雄　議員

18

19

22

15



３月定例会

問　

双
方
向
の
働
き
か
け
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
地
域
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
進
め
て
い
く
中
で
、

そ
う
い
う
場
を
設
け
て
い
き

た
い
。

問　

情
報
公
開
の
あ
り
方
に

関
し
て
だ
が
、
教
育
委
員
会

で
、
佐
用
町
立
学
校
の
在
り

方
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
な

ど
、
重
要
な
話
し
合
い
が
な

さ
れ
、
議
事
録
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
公
開
は
行
わ
れ
て

い
る
。
一
段
進
ん
で
要
約
の

公
開
な
ど
、
拡
充
に
取
り
組

め
な
い
か
。

課
長　

現
状
、
議
事
録
の
公

開
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
佐

ル
の
周
知
が
進
ん
で
い
な
い

が
、
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

課
長　

子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
、
学
校
と
地
域
・
保
護
者

が
一
緒
に
な
っ
て
社
会
で
支

え
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
。

佐
用
小
・
佐
用
中
・
上
月
地

域
・
南
光
地
域
・
三
日
月
地

域
で
行
う
予
定
。
現
在
、
各

地
域
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と

委
員
の
選
出
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
各
地
域
で
協
議
が

始
ま
っ
て
い
く
。
知
名
度
が

低
い
の
は
感
じ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
意
見
交

換
、
そ
し
て
そ
の
成
果
は
。

問　

今
後
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
を
よ
り
よ
く
し
て

い
く
た
め
に
、
住
民
や
保
護

者
と
気
軽
に
意
見
交
換
で
き

る
場
所
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
る
か
。
ま
た
、
あ
り
方
に

つ
い
て
は
ど
う
実
現
す
る
か
。

　

育
長　

地
域
住
民
や
保
護

者
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
始
め
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
推

進
の
中
で
、
あ
り
方
を
計
画

に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て
は

　
教
育
長 

― 

意
見
交
換
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い

問問

教
育
長　

校
則
や
、
制
服
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
で

生
徒
が
自
ら
の
意
見
を
積
極

的
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
取

組
み
を
進
め
て
い
る
。
佐
用

町
型
連
携
教
育
の
中
で
小
中

連
携
や
小
小
・
中
中
連
携
の

機
会
を
捉
え
、
児
童
生
徒
同

士
で
意
見
交
換
す
る
場
を
増

や
し
て
い
く
。
多
様
な
考
え

方
や
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

成
果
と
し
て
は
、
校
則
の

見
直
し
、
ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の

髪
型
を
認
め
る
よ
う
に
し
た

な
ど
が
あ
る
。

問

問問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

課
長

課
長

大村 　隼 議員

おおむら はやと

用
町
立
学
校
の
在
り
方
検

討
委
員
会
な
ど
重
要
な
議

題
も
あ
り
、
今
後
工
夫
し

て
い
く
。
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程
度
。

問　

令
和
元
年
採
用
９
名
う

ち
４
名
退
職
、
令
和
２
年
採

用
10
名
う
ち
２
名
退
職
、
令

和
３
年
採
用
12
名
う
ち
１
名

退
職
、
令
和
４
年
採
用
19
名

う
ち
３
名
退
職
、
令
和
５
年

採
用
９
名
う
ち
1
名
退
職
。

採
用
後
の
希
望
職
種
に
つ
い

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
実
施

状
況
は
。

課
長　
　

希
望
に
沿
え
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
年
に
１

度
各
課
長
、
室
長
を
対
象
に

人
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
い
る
。
各
課
の
業
務
の
状

況
、
職
員
の
勤
務
状
況
な
ど

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

問　

森
林
再
生
は
50
年
、
60

年
先
の
話
で
詳
細
な
計
画
は

出
せ
な
い
が
ユ
ー
カ
リ
植
栽

の
共
同
事
業
の
計
画
は
き
ち

ん
と
示
す
べ
き
。

土
壌
検
査
、
ま
た
生
態
系
の

変
化
に
つ
い
て
は
植
栽
を
始

め
る
前
、
途
中
段
階
と
環
境

の
変
化
の
状
況
を
や
る
べ
き

で
は
。

町
長　

化
学
物
質
を
排
出
す

る
工
場
等
の
場
合
の
環
境
調

査
は
や
っ
て
い
る
が
、
植
林

で
は
環
境
影
響
調
査
を
や
っ

た
例
を
聞
い
た
事
が
な
い
。

町
長　

森
林
再

生
は
ユ
ー
カ
リ

事
業
だ
け
で
は

出
来
な
い
が
、

再
生
へ
の
道
筋

を
探
り
た
い
。

Ｊ
Ｉ
Ａ
の
事
業

に
対
し
て
協
力

し
た
り
、
町
と

し
て
支
援
を
や

ら
せ
て
頂
く
。

問　

ユ
ー
カ
リ

植
栽
に
よ
る
環

境
の
変
化
、
特

に
水
質
検
査
、

ら
の
取
り
組
み
へ
と
繋
げ
、

令
和
９
年
度
か
ら
始
ま
る
第

３
次
総
合
計
画
の
ベ
ー
ス
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ミ
ラ
イ
カ
イ
ギ
実
行
委
員

会
は
概
ね
50
歳
ま
で
の
公
募

の
方
々
で
、
縮
充
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
と
合
わ
せ
て
町

の
将
来
に
つ
い
て

活
発
な
活
動
を
期

待
し
て
い
る
。

問　

若
者
に
と
っ

て
佐
用
町
は
魅
力

あ
る
自
治
体
な
の

か
、
役
場
に
勤
務

し
て
こ
の
５
年
以

内
に
退
職
し
た
職

員
が
何
人
な
の
か

把
握
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長　

佐
用
町
に

魅
力
が
な
い
と
い

う
事
で
は
な
く
家

庭
事
情
等
で
７
名

町長の施政方針、言動の検証を

　町長 ― 検証をして頂ければ結構かと思う

問　

「
縮
充
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
検
討
委
員
会
、
ミ
ラ
イ
カ

イ
ギ
は
所
期
の
任
務
を
果
た

し
た
の
か
。

町
長　

「
縮
充
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
定
の
指
針
作
成
に

検
討
委
員
会
は
有
識
者
、
住

民
代
表
、
役
場
職
員
の
三
者

で
構
成
し
、
検
討
を
重
ね
て

頂
い
て
い
る
。
各
立
場
か
ら

の
熱
心
に
話
し
合
っ
て
頂
い

た
意
見
、
考
え
は
来
年
度
か

問

問問

問問

町
長

副
町
長

町
長

町
長

町
長

▲「縮充」で脚光の社協の子育て広場

▲上月支所でのユーカリシンポジウムの模様

廣利 一志 議員

ひろかが かずし
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３月定例会

町
長　

佐
用
町
地
域
防
災
計

画
の
風
水
害
編
、
地
震
編
・

大
規
模
事
故
編
、
国
民
保
護

計
画
、
水
防
計
画
、
業
務
継

続
計
画
、
災
害
時
受
援
計
画

の
各
計
画
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
末
で
の
改
定
を
進
め

て
い
る
。
国
民
保
護
協
議
会

等
の
意
見
を
聞
き
調
整
し
て

い
る
。

問　

災
害
の
経
験
と
教
訓
を

生
か
す
取
り
組
み
状
況
は
。

町
長　

大
水
害
の
経
験
と
教

訓
を
生
か
す
と
と
も
に
、
地

震
等
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想

定
し
限
り
あ
る
人
員
や
施
設

問　

毎
年
全
国
各
地
で
、
豪

雨
災
害
の
頻
発
に
加
え
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
も
30
年

以
内
の
発
生
確
率
が
80
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
佐
用
町

も
台
風
第
９
号
災
害
か
ら
16

年
目
を
迎
え
る
。
災
害
に
対

応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

自
主
防
災
組
織
の
活

動
を
支
援
し
住
民
が
「
わ
が

こ
と
意
識
」
を
持
ち
、
自
助

・
共
助
が
実
践
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
る
。

問　

地
域
防
災
計
画
の
改
訂

状
況
は
ど
う
か
。

▲防災まちあるき

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
は

　
町
長 

― 

住
民
が
「
わ
が
こ
と
意
識
」
を
持
ち
実
践
す
る

高見 寛治 議員

たかみ かんじ

等
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら

的
確
な
災
害
対
策
を
実
施
で

き
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い

る
。
職
員
に
も
各
部
署
で
平

時
か
ら
の
備
え
と
確
認
を
行

う
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。

　

災
害
以
後
、
防
災
ま
ち
あ

る
き
を
実
施
し
、
小
学
４
年

生
の
教
科
書
に
、
そ
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
水
害
の
恐
ろ
し
さ

を
将
来
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
平
成
21
年
災
害
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
建
て
、
国
土
地
理

院
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

問　

地
域
ご
と
の
防
災
研
修

会
の
実
施
状
況
は
。

町
長　

地
域
づ
く
り
協
議
会

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
中
で
防
災
研
修
や
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和

６
年
３
月
に
は
、
ひ
ょ
う
ご

地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
隊
に
よ

る
防
災
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
で

築
く
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
は
。

町
長　

町
で
は
、
自
治
会
や
、

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
や
資

機
材
の
購
入
に
対
し
て
助
成

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
防
災
士
を
中
心
に
、

平
成
30
年
に
組
織
さ
れ
た

防
災
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
で

は
、
毎
月
行
っ
て
い
る
定

例
会
の
ほ
か
、
町
内
外
の
研

修
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

メ
ン
バ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問
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問　

人
探
し
や
火
災
時
に
、

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
は
。

課
長　

町
で
３
台
の
ド
ロ
ー

ン
を
保
有
。
資
格
取
得
者
は

10
人
。
今
後
は
ド
ロ
ー
ン
を

有
効
活
用
す
る
。

問　

イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

対
策
は
。

町
長　

老
朽
化
に
備
え
、
予

防
保
全
を
実
施
。
財
政
や
人

員
の
課
題
に
対
応
し
、
施
設

の
統
廃
合
・
機
能
集
約
化
を

進
め
る
。

問　

上
下
水
道
の
老
朽
化
対

策
に
衛
星
調
査
の
活
用
は
。

課
長　

県
の
主
導
で
実
施
し

て
い
る
。
国
庫
補
助
を
活
用

し
、
効
率
的
な
点
検
・
補
修

を
進
め
て
い
く
。

問　

地
域
医
療
の
維
持
・
強

化
が
喫
緊
の
課
題
で
は
。

町
長　

医
療
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
圏
域
で
医
療
を

確
保
。
地
域
医
療
の
持
続
可

能
な
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
。

問　

今
後
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

医
師
の
確
保
が
難
し

い
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

研
究
も
検
討
す
る
。
地
域
医

療
の
新
た
な
形
を
模
索
す
る
。

を
活
用
し
、
正
確
に
情
報
発

信
を
行
い
共
有
し
て
い
く
。

問　

定
住
・
移
住
促
進
の
現

状
は
。

町
長　

今
年
度
の
成
約
数
は

15
件
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

物
件
41
軒
は
過
去
最
高
。

問　

住
民
の
方
に
空
き
家
利

活
用
へ
の
周
知
は
。

課
長　

佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

広
報
で
、
住
民
の
関
心
を
高

め
る
情
報
発
信
を
継
続
す
る
。

問　

消
防
団
の
現
状
と
装
備

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

町
長　

令
和
７
年
度
は
40
人

減
少
し
７
０
０
人
を
下
回
る

見
込
み
。
分
団
統
合
を
進
め
、

オ
ー
ト
マ
限
定
免
許
対
応
や
、

狭
小
地
対
応
の
小
型
車
両
導

入
を
検
討
。

グ
指
標
の
活
用
は
。

課
長　

政
策
の
効
果
的
な
展

開
を
図
れ
て
、
縮
充
の
ま
ち

づ
く
り
に
も
有
効
活
用
す
る
。

問　

『
縮
』に
対
す
る
危
機
感

を
共
有
す
べ
き
で
は
。

課
長　

作
成
し
て
い
る
冊
子

問　

本
町
は
消
滅
可
能
性
自

治
体
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
人
口
の
現
状
と
今
後

の
予
測
は
。

町
長　

１
月
末
で
１
万
４
６

８
３
人
。
２
０
４
０
年
に
９

７
４
６
人
に
な
る
見
込
み
。

問　

縮
充
の
ま
ち
づ
く
り
の 

周
知
は
。

町
長　

講
演
会
や
ミ
ラ
イ
カ

イ
ギ
、
出
前
講
座
を
開
催
し
、

町
民
と
共
に
未
来
を
考
え
る
。

問　

国
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

※
１
ng
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
は

10
億
分
の
１
ｇ
（
グ
ラ
ム
）。

急激な人口減少への対策を

　町長 ― 必要な工夫や取捨選択を行い取り組む

問問問

問

問

問問

問

問

問問 問

町
長

町
長

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

加古原瑞樹 議員

かこはら みずき

▲ドローンの赤外線カメラは暗闇でも有効

▲田舎暮らしの本（全国ランキング７位に）
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３月定例会

い
の
か
。

町
長　

鉄
道
車
両
と
し
て
改

造
さ
れ
た
バ
ス
車
両
（
Ｄ
Ｍ

Ｖ
）
を
導
入
さ
れ
た
阿
佐
海

岸
鉄
道
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー

で
あ
り
、
短
距
離
路
線
の
た

め
実
施
で
き
た
取
組
み
と
考

え
る
。
姫
新
線
と
は
全
く
状

況
が
異
な
る
た
め
、
新
た
に

多
額
の
費
用
を
投
入
す
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

▲中国道沿線に山崎断層があり気をつけて

▲姫新線は絶対残さんとアカン

地
震
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
る
か

　
町
長 

― 

上
下
水
道
管
の
耐
震
化
を
推
進

問　

集
落
内
避
難
場
所
の
指

定
は
指
示
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

集
落
内
の
避
難
場
所

等
に
つ
い
て
は
「
一
時
避
難

所
」
と
し
て
各
自
治
会
で
指

定
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
へ
一
時
避
難

所
用
の
看
板
を
配
布
し
て
い

る
。

問　

地
震
が
起
き
、
山
の
崩

落
や
上
下
水
道
の
損
傷
が
起

き
た
時
へ
の
各
課
の
備
え
は

で
き
て
い
る
の
か
。

町
長　

水
道
管
の
更
新
工
事

は
、
地
震
の
際
で
も
継
ぎ
目

の
接
合
部
分
が
離
脱
し
な
い

姫
新
線
の
存
続
に
対

し
て

構
造
の
耐
震
管
に
更
新
し
て

い
る
。
ま
た
、
耐
震
適
合
性

の
あ
る
管
を
含
ん
だ
耐
震
化

率
は
約
60
％
。
山
地
崩
落
に

よ
っ
て
町
道
の

通
行
に
支
障
が

起
き
た
際
に
は
、

年
間
契
約
し
て

い
る
緊
急
業
者

へ
土
砂
撤
去
等

の
作
業
を
依
頼

す
る
。

問問

問　

人
間
歳
を
取
る
と
自
動

車
に
も
自
転
車
も
乗
れ
な
く

な
り
、
姫
路
の
病
院
や
買
物

に
行
く
際
に
、
列
車
が
な
け

れ
ば
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

絶
対
残
し
て
も
ら
わ
ん
と
あ

か
ん
し
、
昼
間
の
一
時
間
に

一
本
は
列
車
を
走
ら
せ
て
ほ

し
い
。

町
長　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
兵
庫

県
、
沿
線
自
治
体
の
姫
路

市
、
た
つ
の
市
と
「
姫
新
線

利
用
促
進
・
活
性
化
同
盟
会
」

を
組
織
し
て
姫
新
線
の
利
用

促
進
、
存
続
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
同
盟
会
で
は
年
に
１

回
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
対
す
る

要
望
会
を
開
催
し
、
利
用
者

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
増

便
な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
活

動
も
行
っ
て
い
る
。

問　

四
国
に
は
車
両
か
ら
タ

イ
ヤ
が
出
て
、
線
路
か
ら
外

れ
て
バ
ス
の
よ
う
に
な
る
車

両
が
あ
る
。
佐
用
町
も
そ
の

よ
う
な
車
両
を
購
入
で
き
な

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

岡本 義次 議員

おかもと よしつぐ
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勢
の
な
か
、
思
い
切
っ
た
決

断
を
す
る
時
期
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

町
長　

幼
児
、
児
童
、
生
徒

へ
の
支
援
は
あ
ら
ゆ
る
面
で

佐
用
町
独
自
に
行
っ
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
が
、

政
府
が
小
学
校
に
つ
い
て
は

令
和
８
年
度
以
降
に
無
償
化

を
取
り
入
れ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
国
の
動
向
に
注
視
し
て

い
き
た
い
。

な
い
が
、
智
頭
線
高

架
下
付
近
か
ら
朝
霧

園
跡
の
下
ま
で
の
間

は
現
状
で
の
拡
幅
は

無
理
な
の
で
自
動
車

学
校
跡
の
太
陽
光
発

電
施
設
の
一
部
を
買

収
し
、
バ
イ
パ
ス
の

計
画
を
県
土
木
が
考

え
て
い
る
。
地
元
の

方
も
了
解
し
て
い
た

ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
他

の
事
業
も
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　

植
栽
実
験
は
順
調
に

進
ん
で
は
い
る
が
、
苗
木
の

栽
培
が
昨
年
の
猛
暑
で
生
育

が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
ハ
ウ
ス
栽
培
で
の
高

温
が
原
因
の
よ
う
で
あ
り
、

今
年
は
運
動
場
を
利
用
し
露

地
栽
培
を
計
画
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
は
ユ
ー
カ
リ
植
栽
に
重

点
を
置
か
れ
て
い
る
の
で
他

だ
い
て
い
る
。

問　

完
全
な
拡
幅
で
な
く
と

も
１
ｍ
ぐ
ら
い
拡
幅
し
て
、

現
状
の
と
こ
ろ
を
通
行
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

部
分
改
修
で
は
な
く

規
格
に
応
じ
た
県
道
に
す
る

た
め
に
県
土
木
は
計
画
を
し

て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｉ
Ａ
社
に
貸
付
け
を

行
っ
て
１
年
が
経
過
す
る
が
、

ユ
ー
カ
リ
の
植
栽
事
業
は
進

問　

今
ま
で
何
回
か
給
食
費

の
無
償
化
に
つ
い
て
の
質
問

を
し
た
が
、
答
弁
は
半
額
助

成
を
ど
こ
よ
り
も
早
く
行
っ

て
い
る
し
、
食
材
補
助
も
取

り
入
れ
て
い
る
の
で
、
残
額

は
保
護
者
の
責
任
と
し
て
負

担
し
て
も
ら
う
の
が
好
ま
し

い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
高

校
の
授
業
料
の
無
償
化
の
話

題
が
上
が
っ
て
い
る
社
会
情

県道上三河平福線の拡幅予定はあるのか

　町長 ― 智頭線高架下からのバイパス計画だ

▲JIA社のユーカリ育苗ハウス

▲平福県道智頭急行高架下付近

旧
利
神
小
学
校
跡
の

貸
付
後
の
Ｊ
Ｉ
Ａ
社

事
業
の
進
捗
状
況
は

給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て

問　

県
道
上
三
河
平
福
線

（
４
４
３
号
）
は
現
在
朝
霧

園
跡
の
下
よ
り
上
庵
ま
で
２

車
線
で
整
備
さ
れ
た
道
路
だ

が
、
智
頭
線
高
架
下
付
近
と

上
庵
か
ら
三
河
ま
で
の
間
が

未
整
備
で
あ
る
。
拡
幅
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

町
長　

全
線
の
拡
幅
計
画
は

問

問

町
長

町
長

問

問

町
長

町
長

金澤 孝良 議員

かなざわ たかよし

の
事
業
に
つ
い
て
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
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町
長　

学
校
現
場
の
声
で
あ

り
予
算
的
に
し
な
い
の
で
は

な
い
。

教
育
長　

忘
れ
た
原
因
を
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
と
ら
え
て
指

導
、
悩
み
を
相
談
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

以
降
、
小
学
校

を
対
象
に
無
償

化
を
検
討
す
る

よ
う
だ
。

教
育　

食
材
は
、

数
量
を
ま
と
め

て
準
備
し
て
も

ら
う
た
め
、
法

人
な
ど
団
体
と

契
約
し
て
い
る
。

問　

生
理
用
品

を
宍
粟
市
で
は
す
で
に
学
校

の
ト
イ
レ
に
配
置
し
て
い
る
。

よ
か
っ
た
こ
と
や
課
題
を
聞

く
こ
と
は
す
ぐ
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
２

０
２
４
年
兵
庫
県
で
は
７
市

町
が
新
た
に
導
入
し
、
15
市

町
が
独
自
に
助
成
を
す
る
。

町
独
自
の
補
聴
器
購
入
助
成

を
求
め
る
。

町
長　

身
体
障
が
い
認
定
を

と
っ
て
手
厚
い
制
度
を
使
っ

て
ほ
し
い
。
周
知
し
、
相
談

に
応
じ
る
。

問　

保
育
料
は
第
一
子
の
み

有
料
だ
。
無
償
化
の
考
え
は
。

町
長　

無
償
化
す
る
と
は
答

え
ら
れ
な
い
。

問　

学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
実
施
と
給
食
食
材
の
地

産
地
消
を
す
す
め
、
地
域
農

業
の
振
興
を
求
め
る
。

町
長　

半
額
助
成
制
度
は
継

続
す
る
。

副
町
長　

国
は
令
和
８
年
度

問　

校
区
の
住
民
に
、
経
過

と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説

明
の
場
が
必
要
だ
。

町
長　

令
和
６
年
３
月
で
休

止
し
た
。
昨
年
９
月
の
報
告

は
、
今
後
貸
し
出
し
が
最
も

町
長　

合
併
特
例
債
を
有
効

活
用
し
、
結
果
的
に
積
み
立

て
て
き
た
。
水
道
料
金
は
10

年
先
ま
で
値
上
げ
は
し
な
い
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
な
ど
課

題
が
あ
る
。

副
町
長　

基
金
は
、
上
下
水

道
会
計
に
繰
り
入
れ
た
こ
と

で
減
少
し
て
い
る
。

問　

補
聴
器
購
入
助
成
は
、

聴
力
低
下
に
よ
る
認
知
症
や

フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
予
防
し
、

社
会
参
加
や
地
域
交
流
の
促

住
民
要
求
に
財
政
調
整
基
金
の
活
用
を

　
町
長 

― 

合
併
特
例
債
を
活
用
、
基
金
に
積
み
立
て
た

問　

町
の
財
政
調
整
基
金
を
、

暮
ら
し
・
教
育
・
福
祉
な
ど

に
活
用
を
求
め
る
。

問問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

副
町
長

副
町
長

教
育
長

課
長

町
長

町
長

▲三土中学校跡地・まなび舎農園

▲上郡町高田小学校高学年用女子
　トイレに生理用品を設置

三
土
中
学
校
跡
地
・

ま
な
び
舎
農
園
事
業

有
力
な
方
法
と
し
て
、
農
業

関
係
者
の
意
見
・
提
案
を
事

前
に
調
査
し
、
条
件
設
定
し

公
募
す
る
。
方
向
性
が
決
ま

っ
て
か
ら
説
明
の
場
を
設
け

る
。

課
長　

現
在
実
施
要
綱
を
作

成
中
で
、
２
０
２
６
年
末
ま

で
に
活
用
を
決
定
す
る
。

問町
長

課
長

平岡きぬゑ 議員

ひらおか
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よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問　

Ｒ
７
年
で
の
植
栽
場
所
、

面
積
、
本
数
、
品
種
な
ど
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

課
長　

植
栽
場
所
は
佐
用
坂
、

0
・
２
ha 

14
種
５
０
０
本
、

皆
田
地
内
、
民
有
地
で
０
・

３
ha
２
種
６
０
０
本
を
植
栽

し
て
い
る
。

月
に
一
度
は
担
当
さ
れ
て
い

る
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

現
状
の
把
握
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
。
問
４
に
つ
い
て
、
昨

年
３
月
に
説
明
会
を
開
催
、

町
広
報
に
も
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
近
い
う
ち
に
生
育
状
況

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

７
．
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
歴

史
環
境
や
美
し
い
景
観
は
町

民
の
地
域
に
対
す
る
愛
着
を

産
む
絶
好
の
素
材
だ
と
謳
っ

て
い
る
が
そ
の
文
言
に
抵
触

し
な
い
か
。

８
．
旧
利
神
小
学
校
の
１
階
、

玄
関
横
の
部
屋
に
夜
間
照
明

が
つ
い
て
い
る
。
住
民
が
不

審
に
思
っ
て
い
る
。
理
由
は

何
か
。

町
長　

問
１
に
つ
い
て
、
伐

採
、
搬
出
の
委
託
料
と
木
材

の
売
上
金
で
相
殺
さ
れ
て
お

り
、
費
用
は
発
生
し
て
い
な

い
。
問
２
に
つ
い
て
は
、
東

京
農
工
大
学
で
土
壌
の
サ
ン

プ
ル
を
分
析
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
問
３
に
つ
い
て
、

ユーカリ植樹について

　町長 ― 知りたい方は農林振興課まで

問　

Ｊ
Ｉ
Ａ
が
植
樹
・
栽
培

す
る
が
全
容
が
分
か
り
づ
ら

い
。
町
当
局
は
広
く
町
民
に

情
報
を
提
供
す
る
義
務
が
あ

る
。
そ
こ
で
次
の
８
点
に
つ

い
て
伺
う
。

１
．
佐
用
坂
の
伐
採
費
用
は

い
か
ほ
ど
か
。

２
．
植
樹
さ
れ
る
流
域
の
現

状
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

３
．
実
証
実
験
の
た
め
の
東

京
農
工
大
学
の
先
生
の
来
町

頻
度
は
。

４
．
令
和
７
年
１
回
目
の
区

切
り
と
な
る
が
そ
の
時
の
説

明
会
は
。

５
．
実
証
実
験
に
お
け
る
役

場
の
担
当
は
農
林
振
興
課
で

良
い
の
か
。

６
．
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は

問

問

町
長

▲佐用坂に植栽されたユーカリの苗

課
長

な
ど
を
広
報
で
お
知
ら
せ
し

た
い
。
問
５
に
つ
い
て
、
担

当
は
農
林
振
興
課
。
問
６
に

つ
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
は
赤
穂
の
㈱
日
本
海
水
が

運
営
さ
れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
が
あ
る
。
問
７
に

つ
い
て
、
何
が
理
念
に
抵
触

し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

問
８
に
つ
い
て
、
室
内
は
育

苗
実
験
の
た
め
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

を
点
灯
し
て
い
る
。
タ
イ
マ

ー
で
夜
10
時
に
は
消
灯
す
る

山本 幹雄　議員

やまもと みきお
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な
っ
て
い
る
。
予
定
地

は
粘
土
質
で
あ
る
こ
と

を
担
当
課
に
は
伝
え
て

お
い
た
が
、
事
前
の
地

質
調
査
は
行
わ
な
か
っ

た
の
か
。

町
長　

建
物
を
建
て
る

わ
け
で
な
い
の
で
ボ
ー

問　

新
駐
車
場
の
予
定
地
は
、

粘
土
質
で
大
変
な
難
工
事
と

リ
ン
グ
調
査
は
や
ら
な

か
っ
た
。

問　

駐
車
場
の
南
側
の

町
道
、
少
し
拡
幅
さ
れ

た
が
拡
幅
部
分
に
電
柱

が
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
国
道
か
ら
入
っ
て

す
ぐ
の
と
こ
ろ
で
危
険
だ
。

移
設
す
る
べ
き
で
は
。

町
長　

移
設
す
る
場
合
は
町

の
負
担
と
な
り
、
大
変
な
費

用
が
掛
か
る
。

問　

特
に
夜
間
は
わ
か
り
に

く
い
、
安
全
対
策
は
。

課
長　

電
柱
の
前
に
安
全
ポ

ー
ル
を
立
て
る
と
か
、
反
射

板
や
街
灯
を
つ
け
る
な
ど
、

建
設
課
と
一
緒
に
安
全
対
策

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

象
に
説
明
会
を
実
施
し
、
８

年
度
か
ら
の
用
地
取
得
に
向

け
、
対
象
者
の
意
向
確
認
を

進
め
て
い
る
。

問　

買
収
後
は
草
刈
り
な
ど

の
管
理
は
ど
う
な
る
の
か
。

課
長　

平
地
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
管
理
が

か
か
ら
な
い
よ
う
な
方
策
を

考
え
た
い
。

問　

水
や
食
料
の
備
蓄
の
状

況
は
。

町
長　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア

ル
フ
ァ
化
米
や
粉
ミ
ル
ク
な

ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。
そ
の

他
物
資
の
確
保
は
（
株
）
フ

ジ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災

害
対
策
セ
ン
タ
ー
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
の
三
者
と
協
定
を
締

結
し
て
支
援
し
て
い
た
だ
く
。

問　

公
有
地
化
に
向
け
た
説

明
が
な
い
の
で
不
安
を
抱
い

て
い
る
住
民
も
い
る
。
住
民

に
対
し
て
、
現
状
や
今
後
の

方
針
な
ど
を
説
明
す
る
機
会

を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

広
報
活
動
の
一
環

と
し
て
、「
利
神
城
か
わ
ら
版
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
整
備
基
本
計
画
策
定
後

に
講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
。

　

昨
年
10
月
に
所
有
者
を
対

町
長　

自
動
密
閉
処
理
す
る

簡
易
ト
イ
レ
を
避
難
所
に
備

え
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
な
ど
の

段
ボ
ー
ル
製
品
は
メ
ー
カ
ー

二
社
と
支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

利
神
城
跡
の
整
備
に

つ
い
て

道
の
駅
駐
車
場
に
つ

い
て

指
定
避
難
所
の
立
地
と
備
蓄
の
状
況
は

　
町
長 

― 

必
要
な
物
資
を
各
避
難
所
に
備
蓄
し
て
い
る

問　

ト
イ
レ
や
間
仕
切
り
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
備

え
は
。

問

問

▲拡幅後の町道に残る電柱と工事が進む新駐車場

問

問問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

課
長

課
長

児玉 雅善 議員

こだま まさよし

地域 公共施設名 所在地
電話
番号

収容人員（人）
備蓄
物資

備考

佐用小学校体育館 佐用287番地 82-2824 235 〇
町民プール含む
崩壊土砂流出危険区域

利　神　体　育　館 口長谷834番地 83-2100 220 〇

江　川　体　育　館 豊福275番地2 84-0002 198 〇 土砂災害警戒区域

幕　山　体　育　館 本郷553番地3 87-0002 96 〇
※旧校舎
（山腹崩落危険区域）

上月小学校体育館 上月861番地 86-0029 200 〇

久　崎　体　育　館 久崎50番地1 88-0016 187 〇
浸水想定区域
土砂災害警戒区域

中　安　体　育　館 米田113番地 78-0030 228 〇 浸水想定区域

南　光　小　学　校 西徳久1112番地1 78-0038 238 〇 土砂災害警戒区域

三　河　体　育　館 上三河87番地1 77-0004 227 〇 土砂災害警戒区域

計 １０箇所

・

指定緊急避難場所及び指定避難所一覧表

佐
用

南
光

上
月

※校舎
（土砂災害警戒区域）

〇25179-2013乃井野1700番地

・〇は備蓄物資等の保管有

三日月中学校体育館
三
日
月

（ほかに安全な施設がないため指定緊急避難場所及び指定避難所とする。ただし、避難勧告や土砂災害警

・地震時は、指定緊急避難場所をグラウンドとし、施設の安全が確認後指定避難所とし使用する。
網掛けは浸水想定区域及び土砂災害警戒区域
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問　

認
知
症
に
関
す
る
知
識

お
よ
び
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
は
。

町
長　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

育
成
講
座
、
認
知
症
カ
フ
ェ
、

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
推
進
。

町
広
報
誌
へ
理
解
を
求
め
る

記
事
掲
載
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
図
書
館
で
の
書
籍
コ

ー
ナ
ー
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
広

く
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和

６
年
度
、
新
た
な
１
８
１
人

が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る
。

問　

佐
用
町
内
の
公
社
造
林

の
件
数
、
面
積
、
分
収
率
は
。

町
長　

件
数
は
83
件
、
面
積

８
９
０
ha
、
分
収
率
は
契
約

当
初
、
所
有
者
４
割
、
平
成

24
年
か
ら
、
全
て
の
契
約
地

認
知
症
の
人
に
寄
り

添
っ
た
地
域
社
会
の

構
築

兵
庫
農
林
機
構
と
分
収

造
林
契
約
に
つ
い
て

▲豊福地域の分収森林

▲姫路市安室小学校体育館空調設備

問町
長

大内 将広 議員

おおうち まさひろ

学校体育館の空調設備推進を

　町長 ― 現時点で明確な返答は出来ない

問　

夏
場
、
体
育
館
が
暑
い

の
で
使
え
な
い
の
で
は
な
い

か
。

町
長　

熱
中
症
対
策
と
し
て

窓
の
開
放
、
大
型
扇
風
機
で

空
気
循
環
を
行
い
、
温
度
が

高
い
時
は
熱
中
症
指
数
計
で

判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

中
止
は
な
い
。　

問　

体
育
館
は
教
育
の
場
、

避
難
所
と
し
て
空
調
設
備
が

必
要
で
は
。

町
長　

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の

向
上
、
環
境
負
荷
の
低
減
、

維
持
経
費
な
ど
総
合
的
な
判

断
が
必
要
で
、
現
時
点
で
は

明
確
な
返
答
が
出
来
な
い
。

学
校
の
在
り
方
検
討
委
員
会

の
中
で
、
避
難
所
も
検
討
し

て
行
く
。

問問町
長

町
長

で
所
有
者
２
割
に
な
っ
て
い

る
。

問　

公
社
分
収
事
業
が
破
綻

し
て
、
契
約
が
解
約
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
の
か
。　

町
長　

県
で
新
た
な
森
林
管

理
ス
キ
ー
ム
を
検
討
中
、
内

容
は
、
収
益
の
見
込
ま
れ
る

山
は
民
間
経
営
に
、
収
益
の

見
込
ま
れ
な
い
山
は
、
自
治

体
を
中
心
と
し
た
公
的
管
理

に
移
行
す
る
。

問　

町
公
造
林
の
件
数
、
面

積
、
分
収
率
、
間
伐
で
収
入

の
得
ら
れ
る
契
約
地
は
。

町
長　

件
数
62
件
、
面
積
２

５
０
ha
、
分
収
率
は
、
所
有

者
４
割
で
変
更
し
て
い
な
い
。

間
伐
事
業
は
、
国
、
県
、
町

単
独
事
業
の
補
助
金
で
、
事

業
収
入
が
赤
字
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
地
元
負
担
が
な
く

少
額
で
あ
る
が
山
主
さ
ん
に

お
返
し
で
き
て
い
る
。

問

問

問

町
長

町
長

町
長
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所
管
課
か
ら
現
状
の
説
明

を
受
け
、
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

企
画
防
災
課

問　

ウ
イ
ン
グ
神
姫
の
件
、

宍
粟
市
の
協
議
会
参
加
要
請

な
ど
は
あ
る
の
か
。

答　

宍
粟
市
の
公
共
交
通
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し

て
い
る
。
本
町
の
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
意
見
す
る
。

問　

縮
充
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
設
け
た
成
果
は
。

答　

他
の
事
例
や
専
門
的
な

立
場
か
ら
良
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
っ
て
い
る
。

教
育
課

問　

学
校
図
書
室
に
司
書
を

▲味わいの里三日月

委員会の動き
総務常任委員会（1/23-24、2/21）　産業厚生常任委員会 (1/17、2/12)

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
廣
利
　
一
志

令
和
６
年
度
事
業
の
進
捗

状
況
及
び
指
定
事
業
の
現

状
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
対
策
、
耕
作
放

棄
地
対
策
、
担
い
手
支
援

の
状
況
に
つ
い
て

味
わ
い
の
里
三
日
月
み
そ

加
工
所
と
惣
菜
等
加
工
所

新
築
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

置
く
計
画
は
。

答　

図
書
館
の
司
書
が
学
校

を
回
っ
て
指
導
し
て
い
る
。

問　

利
神
城
同
様
に
上
月
城

の
木
の
伐
採
に
専
門
家
の
指

導
は
な
い
の
か
。

答　

利
神
城
は
史
跡
の
関
係

上
、
国
、
県
の
許
可
が
必
要

な
の
で
違
い
が
あ
る
。

総
務
課

問　

公
共
施
設
等
適
正
化
事

業
債
の
件
、
対
象
事
業
費
は

い
く
ら
で
充
当
率
、
交
付
税

参
入
は
い
く
ら
か
。

答　

充
当
率
は
90
％
、
交
付

税
参
入
は
50
％
と
い
う
こ
と

で
45
％
が
普
通
交
付
税
と
し

て
入
っ
て
く
る
。

　

他
に
、
情
報
政
策
課
・
税

務
課
・
生
涯
学
習
課
・
支
所

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

農
林
振
興
課
の
説
明
を
受

け
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策

　

防
護
柵
等
の
設
置
補
助
金

の
対
象
は
、
自
治
会
及
び
農

会
単
位
で
、
10
万
円
以
上
の

設
置
に
要
す
る
材
料
費
が
対

象
に
な
り
（
個
人
は
対
象
外
）、

令
和
５
年
度
は
総
額
約
２
５

０
０
万
円
で
、
令
和
６
年
度

も
ほ
ぼ
同
様
の
実
績
見
込
で

し
た
。

サ
ル
の
被
害
対
策

　

追
い
払
い
活
動
の
支
援
と

し
て
、
煙
火
類
（
轟
音
玉
等
）

の
無
償
譲
渡
や
爆
音
機
の
無

償
貸
与
を
行
っ
て
お
り
、
使

用
に
必
要
な
講
習
受
講
費
も

全
額
補
助
を
し
て
い
る
。
今

　

新
築
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　　

令
和
５
年
度
に
農
産
物
直

売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
整
備
。

令
和
6
年
度
み
そ
加
工
施
設

と
、
惣
菜
加
工
施
設
の
建
築

を
行
い
、
令
和
７
年
度
は
三

日
月
と
上
月
の
旧
加
工
施
設

を
除
却
す
る
予
定
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
（
上
月
の

み
そ
貯
蔵
施
設
は
残
す
）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
高
見
　
寛
治

問

問問

問問 答

答 答答

答

後
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
も
捕
獲
・
追
い
払
い
活
動

や
見
回
り
を
行
い
被
害
の
低

減
を
目
指
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
被
害
対
策

　

12
月
末
時
点
で
59
件
目
撃

さ
れ
、
去
年
の
１
・
５
倍
で
、

南
部
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
７
地
区
で
捕
獲
を

試
み
ま
し
た
が
、
周
辺
に
出

現
し
た
が
捕
獲
で
き
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
専
門
家
の
助

言
で
、
設
置
場
所
や
誘
引
餌

の
設
置
方
法
を
精
査
し
て
い

く
。

耕
作
放
棄
地
対
策

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
と
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
推
進
事
業
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
集

落
を
対
象
に
補
助
を
行
い
、

農
地
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
補
助
金
や

「
さ
よ
う
農
の
匠
」
な
ど
、

農
業
の
担
い
手
、
特
産
品
の

奨
励
、
規
模
の
拡
大
な
ど
を

図
っ
て
い
る
。
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掛
川
市
教
育
委
員
会
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
に
部
活
動
を

廃
止
し
、
「
か
け
が
わ
地
域

ク
ラ
ブ
」
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
を
行
え
る
環

境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
単

独
チ
ー
ム
の
維
持
が
難
し
い

部
活
動
が
出
て
き
て
い
る
。

　

令
和
３
年
に
中
学
校
区
で

の
小
学
３
年
生
～
小
学
６
年

生
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
47
％
の
児
童
が
取

り
組
み
た
い
種
目
が
な
い
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
は
、

１　

市
民
団
体
に
よ
る
多
種

多
様
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
創
設

を
支
援
。

２　

就
学
援
助
、
企
業
協
賛

の
し
く
み
と
ク
ラ
ブ
の
活
動

拠
点
を
準
備
・
調
整
し
た
い
。

３　

令
和
７
年
で
各
種
目
に

お
い
て
体
験
会
を
実
施
予
定
。

問　

か
け
が
わ
地
域
ク
ラ
ブ

　

み
そ
加
工
所
は
、
床
面
積

８
６
４
・
21
㎡
、
鉄
骨
造
。

工
事
費
は
約
６
億
５
1
０
０

万
円
で
、
国
の
地
理
的
表
示

保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
）

に
登
録
さ
れ
た
佐
用
も
ち
大

豆
を
原
料
に
し
た
み
そ
を
製

造
し
ま
す
。
厳
し
い
衛
生
管

理
基
準
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
に

適
合
し
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

惣
菜
等
加
工
所
は
、
４
９

５
・
56
㎡
、
鉄
骨
造
。
工
事

費
は
約
４
億
３
４
０
０
万
円

で
、
特
産
品
を
使
っ
た
、
豆

腐
、
も
ち
、
漬
物
、
菓
子
・

惣
菜
の
加
工
室
を
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
加
工
室
を
配
置
し

こ
の
施
設
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に

適
合
し
た
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

施
設
完
成
後
は
、
直
売
所

の
品
揃
え
も
充
実
し
、
本
格

的
に
味
わ
い
の
里
三
日
月
が

ス
タ
ー
ト
す
る
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

▲天竜浜名湖鉄道

▲掛川市

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

　
　
　
　
　
　

（
掛
川
市
）

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
㈱

　
　
　
　
　
　

（
浜
松
市
）

■
佐
用
ま
な
び
舎
農
園
を
　

現
地
調
査

　

本
社
に
て
利
用
客
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
、
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
敷
地
内
に
あ
る
転
車

は
あ
く
ま
で
中
学
生
が
対
象

か
。

答　

全
年
齢
が
対
象
だ
が
、

中
学
生
が
メ
イ
ン
。
高
校
も

部
活
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
水
泳
等
は
一
緒
に
出
来

な
い
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

問　

離
れ
た
地
域
で
の
活
動

で
子
の
移
動
は
。

答　

移
動
が
一
番
の
課
題
。

基
本
的
に
習
い
事
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
の
で
通
え
る
範

囲
で
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

指
導
者
の
養
成
は
。

答　

３
つ
の
研
修
を
基
本
と

し
て
い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
熱
中
症
と
か
の
安
全
面
を

実
施
し
て
い
る
。
各
種
目
に

つ
い
て
は
協
会
員
の
方
に
お

願
い
し
て
い
る
。

問　

行
政
か
ら
の
補
助
は
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
責

任
が
あ
い
ま
い
に
な
る
し
、

次
の
指
導
者
見
つ
か
ら
な
く

な
る
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
会

費
を
頂
く
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
。
用
具
や
大
会
参
加
費

等
を
行
政
と
し
て
支
援
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

台
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た
列

車
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
～
令
和
10
年

度
の
経
営
計
画
で
県
及
び
沿

線
６
自
治
体
か
ら
約
27
億
５

０
０
０
万
円
の
支
援
を
受
け

る
予
定
で
す
。

　

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
、
ゆ

る
キ
ャ
ン
の
聖
地
と
し
て
人

視察研修
　１月23日、24日　総務常任委員会

　　　　　　　　　　　静岡県掛川市・浜松市

問

問問 答答答

気
が
定
着
し
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ

列
車
を
多
く
走
ら
せ
て
広
告

収
入
を
得
て
い
ま
す
。

問　

列
車
を
使
っ
た
イ
ベ
ン

ト
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

ビ
ー
ル
列
車
や
沿
線
自

治
体
と
協
力
し
て
「
地
酒
列

車
」も
や
り
ま
し
た
。

問　

フ
ェ
ス
タ
の
内
容
は
。

答　

転
車
台
や
ジ
オ
ラ
マ
の

見
学
。
列
車
の
洗
車
も
行
っ

て
い
る
。

問　

高
校
の
再
編
の
影
響
は
。

答　

生
徒
が
１
つ
の
駅
に
集

中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

悪
い
影
響
は
さ
ほ
ど
な
い
。

問

問 問問

答

答 答答
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▲現地調査（山田）

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
廣
利
　
一
志

　

こ
の
計
画
は
第
１
期
は
平

成
23
年
３
月
、
そ
の
後
５
年

ご
と
に
見
直
し
を
行
い
、
今

回
が
第
４
期
目
の
策
定
で
、

令
和
７
年
度
か
ら
５
カ
年
を

期
間
と
す
る
計
画
で
す
。

　

学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
在
り
方
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
協
議

を
行
い
ま
す
。

問　

多
様
性
の
尊
重
と
包
摂

性
の
教
育
の
推
進
で
地
域
の

方
々
の
理
解
を
ど
う
進
め
て

い
く
か
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。
地
域
の
多
く
の

方
た
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
学
校
運
営
協
議
会

の
委
員
に
な
っ
て
頂
き
地
域

と
の
連
携
を
強
化
充
実
さ
せ

て
い
く
。

問　

部
活
動
の
地
域
移
行
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

子
供
た
ち
の
意
向
を
重

要
視
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
予
定
。
学
校
の
在
り
方
検

討
と
合
わ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
協

会
、
文
化
協
会
等
と
協
議
を

進
め
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

問　

兵
庫
型
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
の
内
容
と
特
色
は
。

答　

小
学
５
年
生
が
行
っ
て

い
る
自
然
学
校
、
中
学
２
年

生
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
。

重
要
な
施
策
な
の
で
第
４
期

に
お
い
て
も
重
要
視
し
て
進

め
て
い
く
。

　
討
論
な
し

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

令
和
７
年
度
か
ら
５
か
年

の
推
進
期
間
の
第
３
期
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
り
就
学
前
児

童
の
保
護
者
と
小
学
校
の
保

護
者
６
８
６
人
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
２
６
６
人
に
、

　

佐
用
地
域
山
田
地
内
の
町

道
東
ノ
前
線
と
三
日
月
地
域

島
脇
地
内
本
谷
２
号
線
の
現

地
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
討
論
な
し

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

空
家
対
策
特
別
措
置
法
を

補
完
す
る
形
で
、
新
た
な
条

委員会付託案件の審査報告
（Ｐ 13,14 関連記事）

総務常任委員会（3/7 開催）　　　産業厚生常任委員会（3/11 開催）

第
４
期
佐
用
町
教
育
振
興
基

本
計
画
の
策
定

第
３
期
佐
用
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

町
道
路
線
の
変
更
（
２
路
線
）

と
認
定
（
１
路
線
）

佐
用
町
空
家
等
の
適
切
な
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

問

問

問 答

答答産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
高
見
　
寛
治

子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、
結
果
を
集

約
し
て
計
画
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
追
加
・
変

更
し
た
主
な
も
の
は
、
子
育

て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
、
妊

娠
等
包
括
相
談
支
援
事
業
、

産
後
ケ
ア
事
業
、
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
、
子
ど
も
を
守

る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能

強
化
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏

ま
え
て
、
計
画
に
反
映
し
た

こ
と
は
あ
る
か
。

答　

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居

場
所
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
子
ど
も
食
堂
や
い
こ

い
の
広
場
な
ど
を
利
用
し
、

心
か
ら
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
所
を
提
供
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち
が

い
る
こ
と
が
理
解
出
来
た
。

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業

は
、
家
事
等
で
困
っ
て
い
る

世
帯
や
育
児
の
こ
と
で
問
題

を
抱
え
て
い
る
世
帯
を
訪
問

し
て
支
援
す
る
事
業
。
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

　

討
論
な
し

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

問答

例
を
制
定
し
、
空
家
対
策
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

条
例
は
、
９
条
か
ら
な
り
、

施
行
規
則
も
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　

第
６
条
で
費
用
に
相
当

す
る
額
を
請
求
す
る
と
あ
る

が
空
家
所
有
者
が
完
全
に
わ

か
ら
な
い
時
は
請
求
で
き
な

い
の
か
。

答　

相
続
が
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
調
査
を
進
め
て
、
時

間
は
か
か
る
が
相
続
権
利
者

が
分
か
っ
た
段
階
で
請
求
す

る
。
今
回
民
法
９
４
０
条
の

改
正
に
よ
り
、
住
ん
で
い
な

い
、
使
っ
て
い
な
い
場
合
は

管
理
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

国
や
県
に
相
談
し
な
が
ら
対

応
を
考
え
る
。

　
討
論
な
し

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

問答
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組合議会報告

播磨高原広域事務組合議会定例会

西はりま消防組合議会

２月 12 日開催　

組合議員　森脇　裕和

2月 18 日開催　

組合議員　大村　隼

２月 25 日開催　

組合議員　廣利　一志

　定例議会が開催され、議案２件を全議員賛成で可

決しました。

議案

 ・令和６年度一般会計補正予算

　歳入歳出は 1,262 万 5 千円減の 12 億 1,000

万 8 千円。

 ・令和７年度一般会計予算

　　歳入歳出は 11 億 6,827 万 3 千円。

議会役員の選任

 ・議長　　　澤田　正治　氏（上郡町）

 ・副議長　　千種　和英　氏（佐用町）

 ・監査委員　高岸　博之　氏（たつの市）　

　定例議会が開催され、同意 2 件、議案 8 件が全

議員賛成で可決しました。

同意

 ・教育委員会委員任命の同意

議案

 ・刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

　例の整理に関する条例制定

 ・職員の給与に関する条例及び会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例並びに企業職員

の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改

正する条例制定

 ・職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例制定

 ・令和 6 年度一般会計補正予算

 ・令和 6 年度下水道事業会計補正予算 

 ・令和 7 年度一般会計予算

 ・令和 7 年度上水道事業会計予算

 ・令和 7 年度下水道事業会計予算

　定例議会が開催され、同意２件、議案６件を全議

員賛成で可決しました。

議案　

 ・議会個人情報の保護に関する条例の一部を改正す

　る条例制定

 ・令和６年度一般会計補正予算

繰越明許費　8,316 万 4 千円を設定。

予算計上していた化学車整備について、社会情

勢等の影響により車両調達に不測の日数を要し、

年度内の整備完了が困難なため。

 ・刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

　例の整理に関する条例制定

 ・職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例制定

 ・職員旅費支給条例の一部を改正する条例制定

 ・令和７年度一般会計予算

一般会計総額　30 億 2,579 万 4 千円、前年比

7.8％増。

構成市町分担金

佐用町　4 億 4,039 万 5 千円、前年比 7.3％増。

主な事業（本部）

高度救急活動事業　2,816 万 7 千円

消防情報ネットワーク事業　9,287 万 1 千円

資機材搬送車更新　2,487 万 6 千円

佐用署　警防活動事業、救助ボート更新など。

同意

 ・監査委員の選任

中井　幹夫　氏（佐用町）

 ・公平委員会委員の選任

連佛　忠司　氏（たつの市）

釜田　道夫　氏（宍粟市）

宗野　祐幸　氏（太子町）

にしはりま環境事務組合
議会定例会
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編
集
後
記

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
、

令
和
７
年
度
予
算
審
議
の
内

容
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
コ
メ
不
足
と

物
価
高
騰
で
暮
ら
し
は
、
厳

し
さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
寄
り
添
え
る
町
づ
く

り
が
一
層
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
佐
用
町
が
合
併

し
て
20
年
、
戦
後
80
年
の
節

目
の
年
で
す
。

　

昨
年
、
被
団
協
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

佐
用
町
は
、「
核
兵
器
も
戦
争

も
な
い
平
和
な
未
来
を
め
ざ

し
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
ぐ

こ
と
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
節

目
の
年
に
、
平
和
に
暮
し
て

い
け
る
よ
う
議
会
と
し
て
も

一
層
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
岡　

き
ぬ
ゑ

委  

員  

長　

加
古
原
瑞
樹

副
委
員
長　

大
村　
　

隼

委　
　

員　

大
内　

将
広　

委　
　

員　

児
玉　

雅
善

委　
　

員　

小
林　

裕
和

委　
　

員　

平
岡
き
ぬ
ゑ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議会を傍聴しませんか。傍聴はどなたでもできます。当日受付してください。

一般質問の録画・

インターネット放映 議会のあり方　勉強会を

設置しました。佐用チャンネル６月議会の一般質問の模様は７月に

２回に分けて録画放映します。

佐用町の公式ホームページから、佐用町議会

をクリックしていただき、

　　　　　　　　　　を

　　　　クリックしてご覧ください。

一般質問の録画映像

３月の一般質問は４月に放送しました。

インターネットではいつでもご覧いただけます。

６
月

3
（
火
）
本
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
（
水
）
総
務
常
任
委
員
会　

5
（
木
）
産
業
厚
生
常
任
委
員
会　
　
　
　
　
　
　

10
（
火
）
一
般
質
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
（
水
）
一
般
質
問

12
（
木
）
一
般
質
問
（
予
備
日
）

16
（
月
）
本
会
議

24
（
火
）
本
会
議

※
一
般
質
問
の
模
様
は
佐
用
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま
す
。

6
月
定
例
会
の
予
定

表紙写真によせて

れ
て
い
た
津
志
さ
と
み
さ

ん
（
本
位
田
）
。
15
年
前
入

院
さ
れ
た
時
に
同
じ
病
室

だ
っ
た
太
子
町
と
川
西
市

の
友
人
と
と
も
に
満
開
の

桜
を
愛
で
な
が
ら
、
尽
き
る

こ
と
の
な
い
思
い
出
話
に

花
が
咲
い
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　
　

  

文　

加
古
原　

瑞
樹

　

佐
用
町
の
春
を
彩
る
播

磨
一
本
堂
光
福
寺
の
大
糸

桜
（
漆
野
）
。
樹
齢
３
０
０
年

と
い
う
事
も
あ
り
幹
に
空

洞
が
出
来
る
な
ど
、
近
年
枯

れ
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
金

属
製
の
柱
に
支
え
ら
れ
、
今

年
も
見
事
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
そ
の
純
白
の
花

び
ら
が
咲
き
誇
る
中
、
旧
友

と
９
年
ぶ
り
の
再
会
を
さ

座　長　加古原　瑞樹

副座長　　髙見　寛治

　私たち議会の事をもっと皆さんに知って

頂きたい。そして共に佐用町の未来を築い

ていきたいという考えの下、自治会連合会

の要望も踏まえ、まずは私たち自身が皆さ

んに求められる議会とはどういうものかを

改めて見つめなおす必要があると考え、議

員全員で設置しました。　

　今後は、様々な視点から議会活動を見つ

めなおし、テーマを絞って、定期的に開催

を予定しています。
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